














































































=L{[低下度]， x [支障の継続日数]，J.. (1) 




















































































































































市区町名 世帯数① 発送票数② 抽出率③ 回収票数 回収率有効票数④ 調査率⑤
(%) (%) (%) 
神戸市灘区 55，332 1，513 2.7 507 33.5 344 0.62 
東灘区 77，296 1，285 1.7 502 39.1 352 0.46 
芦屋市 34，680 698 2.0 240 34.4 160 0.46 
西宮市 163，785 3，226 2.0 1，105 34.3 849 0.52 
宝塚市 73，096 1，779 2.4 892 50.1 593 0.81 
伊丹市 66，992 1，365 2.0 456 33.4 380 0.57 
北淡町 3，704 331 8.9 107 32.3 78 2.11 
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地震後の日数
図5 ライフラインと生活活動の回復時期



































































市区名 電気 水道 ガス
灘区 48.2 97.2 96.8 
東灘区 65.7 98.9 99.4 
芦屋市 23.0 98.2 97.4 
西宮市 9.4 88.2 92.6 
宝塚市 8.0 65.9 90.6 
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弱」、北淡町と宝塚市で 15の弱」、伊丹市で r4(4 
の弱)Jのように評価することができた。
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表3 市区町村別の平均低下度(地域指標の差の検定)
平均低下度の差
市区町名 平均低T.度 東灘区 灘区 芦屋市 西宮市 北淡町 宝塚市
東灘区 6.4 
灘区 6.2 0.2*キ
芦屋市 6.0 0.4* 0.2キキ
西宮市 5.5 0.9 0.7 0.5 
北淡町 4.8 1.6 1.4 1.2 0.7 
宝塚市 4.7 1.7 1.5 1.3 0.8 0.1* 
伊丹市 3.9 2.5 2.3 2.1 1.6 0.9 0.8 











































灘区 6.3 6.5 0.2 
東灘区 6.6 6.7 0.1 
芦屋市 6.2 6.3 0.1 
西宮市 5.6 5.7 0.1 
宝塚市 4.8 4.8 0.0 
伊丹市 3.9 3.9 0.0 
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表5 市区町村別の累積支障度(地域指標の差の検定)
累積支障度の差
市区町名 累積支障度 東灘区 芦屋市 灘区 西宮市 宝塚市 北淡町
東灘区 6.6 
芦屋市 6.6 0.0本
灘区 6.5 0.1* 0.1* 
西宮市 6.0 0.6 0.6 0.5 
宝塚市 5.5 1.1 1.1 1.0 0.5 
北淡町 4.7 1.9 1.9 1.8 1.3 0.8 
伊丹市 3.3 3.3 3.3 3.2 2.7 2.2 1.4 
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Earthquake Disaster (地震災害)， Daily Living Disruption (生活支障)， Lifeline 
(ライフライン)， Numerical Evaluation (計量評価)





















[ 1 )普段の生活で使っている水は 1.水道の水 2.井戸水 3.その両方
[ 2)お宅には、水道の代わりになる井戸が 1. ある 2.ない
[ 3 )ふだん、台所で使っているガスは:
1 .都市ガス 2. プロパンガス 3. ガスを使っていない






[6 )便所は1.汲み取り式 2.水洗式(公共下水) 3 水洗式(浄化槽)
[ 7 )ご家族は、あなたも含めて人
[ 8)世帯主の方の生年月日は明治 大正 昭和)一一一年一一一一月一一一日






( 10]お住まいは 1.一戸建て 2.集合住宅 3.その他(
( 11]お住まいの造り(材料)は:









1.なかった 2. 地震の当日だけ 3.翌日まで (2日間) 4. ( ) 日間
(16]お宅では「断水Jがありましたかワ
1. なかった 2. 地震の当日だけ 3.翌日まで (2日間) 4. ( ) 日間
(17]お宅では「ガスの停止」がありましたか?
1 なかった 2. 地震の当日だけ 3.翌日まで (2日間) 4. ( ) 日間
(18]地震のあと「屋外やテントJで夜を過ごしたことがありましたか?
1. なかった 2.地震の当日だけ 3.翌日まで (2日間) 4. ( ) 日間
(19]地震のあと「避難所」で夜を過ごしたことがありましたか。
1. なかった 2. 地震の当日だけ 3.翌日まで (2日間) 4. ( ) 日間
(20]地震のあと「親戚や知り合いの家Jに身を寄せたことがありましたか?
1.なかった 2. 地震の当臼だけ 3. 翌日まで (2日間) 4. ( ) 日間
【21] r自宅では、まったく調理ができないj ことがありましたか?
1. なかった 2. 地震の当日だけ 3. 翌日まで (2日間) 4. ( ) 日間
(22]断水のあいだ、調理にはどのような水を使っていましたかワ
水の量が、いちばん多かったものを「一つだけ」選んでください。
1.給水車からの配給 2. びん詰めの飲料水(配給 3. ぴん詰めの飲料水(購入)
4 井戸水 5. よその水道の水 6.その他
(23]その水は、どこで手に入れましたか?
手に入れた水の量が、いちばん多かった場所を「一つだけ」選んでください。
1.自宅 2.親戚や知り合いの家 3.避難所 4. その他(
(24]そこへ行くのには:
1.歩き( 分) 2. 自転車( 分) 3. 自動車( 分)
4. その他( (分)) 
[25]いつから「ふだん通り j の食事にもどれましたか?
1.地震の当日から 2.翌日 (2日後)から 3. ( )日後から
2 -
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【26]調理に不自由した主な原因は(当てはまるものを「いくつでもJ) 
1.台所(壁や床)の破損 2. 台所内の物の散乱 3.熱器具の破損
4.停電 5.断水 6. ガスの停止 7. その他
[27]地震のあと「よその便所」を使ったことがありましたか?




3.半分くらいに減った 4. ほとんど使えなかった 5. まったく使えなかった
[29]自宅の便所を使う回数がへった主な原因は(当てはまるものを「いくつでもJ) 








1.自宅 2.親戚や知り合いの家 3.避難所 4.その他(
[32]そこへ行くのには:
1.歩き( 分) 2. 自転車( 分) 3. 自動車( 分)
4.その他( (分)) 
[33]地震のあと「洗面や歯みがき」に不自由したことがありましたかワ




3. 半分くらいに減った 4. ほとんどできなかった 5.まったくできなかった
[35]洗面や歯みがきに不自由した主な原因は(当てはまるものを「いくつでもJ) 
1 洗面所(壁や床)の破損 2.洗面所内の物の散乱 3 断水 4. その他
[36}地震のあと「入浴j に不自由したことがありましたか?




3. 半分くらいに減った 4. ほとんどできなかった 5. まったくできなかった
[38}入浴に不自由した主な原因は(当てはまるものを「いくつでもJ)
1.風呂場(壁や天井 2.風呂(おけ、かま)の破損 3.停電









































Inconvenience in Residents' Daily Living Activities from 
Post-earthquake Suspension of Utility Services. Part 3: 
Improvement of Evaluation Indexes and Their 
Application to the 1995 Hyogo・Ken-NanbuEarthquake 
Keishi Shiono*， Michio Miyano'* and Shunkichi Kosaka**事
*Department of Civil Engineering， Nagaoka College of Technology 
日 Facu1tyof Human Life Science， Osaka City University 
村 *GraduateSchool of Engineering， Tokyo Metropolitan University 
Comprehensive Urban Studies， No.72， 2000， pp.185-203 
203 
Two kinds of numerical scores for evaluating daily living disruption following earthquakes 
were developed and applied to a comparative study in the affected area of the 1995 
Hyogo-ken-nanbu earthquake. The scores with and without cumulative nature were named 
average and cumulative living disruption， respectively. The study areas were two wards in the 
eastern most part of the city of Kobe， four cities in the Osaka・Kobearea， and a rural town on 
Awaji island. Household scores were determined through a household-by-household 
questionnaire survey， and their fundamental characteristics were statistically examined in 
relation with building damage， lifeline suspension， and household characteristics in terms of the 
dependence on lifeline services. Regional scores for each of the seven study areas were 
determined from household scores and compared across the survey area. Significance of the 
numerical scores was discussed from the view point of numerical approach to disaster studies 
and practice. 
